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２０１２年１月、米国の格付会社ムーディーズ・インベスターズ・サービスは、
インドネシアの外貨建ておよび自国通貨建て長期債務格付けを、一般的に投機的格
付けと言われる「Ｂａ１」から、投資適格等級の「Ｂａａ３」に引き上げました。

２００８年後半以降の世界的な金融危機と景気低迷の中でも 堅調に成長を続け２００８年後半以降の世界的な金融危機と景気低迷の中でも、堅調に成長を続け
ていることが評価されたようです。アジア開発銀行によると、２０１１年のインド
ネシアの実質ＧＤＰ成長率は６.６％とＡＳＥＡＮ加盟主要６カ国で最も高い伸びと
なりました。さらに２０１２年も６.５％と域内最高の成長が続くと予測しています。

好調な経済のけん引役は旺盛な消費です。消費の「量」だけでなく「質」の向上
にともなって、教育やサービスにもお金をかけています。

ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によると、同国における２０１０年の高
等学校以上の入学者数は、２００１年と比較して約１.６倍に増えています。また
１９９１年には日本の学習教室「ＫＵＭＯＮ」がインドネシアでの展開を開始。
２０１１年１１月には現地の生徒数が１１万人を突破し、５５０教室を展開するほ
どの規模となりましたどの規模となりました。

“わが子にはより良い教育を受けさせたい、それが豊かな暮らしにつながる”と
いう親の思いは、日本と変わらないようですね。

インドネシアの
高等学校以上の入学者数

GDP成長率
高等学校以上の入学者数

*2011年以降は予測
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